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第３章　調査の方法と成果
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A 89.00m B

87.00m

C

83.80m

D

84.00m

 

1－耕作土

2－2.5Y6/6 明黄褐色シルト

3－7.5YR5/1 褐灰色シルト　　

                         （焼土粒含む）

4－2.5Y5/2 暗灰黄色シルト

5－5Y6/4 オリーブ黄色砂礫層

1－耕作土

2－5Y5/2 灰オリーブ色シルト

3－2.5Y6/2 灰黄色砂質土

4－10YR6/2 灰黄褐色シルト　　

       （炭・焼土極微量含む）

5－5Y7/4 浅黄色シルト　　

      （炭・焼土極微量含む）

F

86.40m

G
82.00m

H

83.00m

1－耕作土

2－10YR5/1 褐灰色シルト（焼土粒多く含む）

3－2.5Y4/1 オリーブ黄色シルト

4－10YR3/1 黒褐色砂質土（炭・焼土塊層）

5－2.5Y7/4 浅黄色シルト～弱粘質（中世包含層）

 

1－耕作土

2－5Y6/2 灰オリーブ色シルト

　  10YR4/1 褐灰色シルト

3－2.5Y5/2 暗灰黄色シルト（礫含む）

4－5Y７/4 浅黄色シルト

1－耕作土

2－5YR6/1 灰色砂質土（床土）

3－5Y2/3 浅黄色シルト（地山）

J

87.50m

84.20m

1－耕作土

2－2.5Y5/2 暗灰黄色シルト（鉄分多く含む）（床土）

4－2.5Y5/2 暗灰黄色シルト（被熱礫含む）

5－2.5Y4/2 暗灰黄色シルト～細砂（被熱礫含む）

6－礫混じりシルト（地山）

87.00m

1－耕作土

3－2.5Y4/1 灰黄色シルト～細砂

4－2.5Y5/2 暗灰黄色シルト

6－礫混じりシルト（地山）

E

I

1－耕作土

2－10YR5/1 褐灰色シルト　　

                      （焼土微量含む）

3－10YR5/2 灰黄褐色シルト

                      （礫多量、炭・焼土極微量含む）

4－5Y6/3 オリーブ黄色砂礫層（地山）

1－耕作土

2－2.5Y5/1 黄灰色シルト（床土）

3－2.5Y5/3 黄褐色砂質土

                        （礫少量含む )

4－10YR5/2 灰黄褐色シルト

                        （礫多く含む）

5－5Y6/2 灰オリーブ色シルト（地山）

（近世整地土）

1－耕作土

2－2.5Y6/1 黄灰色シルト（床土）

                        （焼土微量含む）

3－10YR5/2 灰黄褐色シルト

                        （焼土極微量含む）

4－2.5Y6/2 灰黄色砂質土　（地山）

（中世包含層）

（中世包含層）

（中世包含層）

（近世整地土） （近世整地土）

（近世整地土）

（中世包含層）

（近世整地土）
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表土

耕作土

盛土 2

99

表土

崩落土

旧表土
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A

A’

B

B’

C

C’

ハ

98.0m

96.0m

94.0m

92.0m

90.0m

98.0m

96.0m

90.0m

94.0m

92.0m

96.0m

94.0m

92.0m

盛土 1( 現代品が入る）

表土

盛土 1
2

半地下式倉庫 1 瓦礫層

焼土

営林署の土間コンクリート

1  10YR6/6（明黄褐色）～ 10YR5/6（黄褐色）微砂層にφ2～ 10 ㎝の岩盤の細片が 5%入る

2  2.5Y7/6（明黄褐色）シルトにφ1～ 3㎝の岩盤の細片が 5％入る

3  5Y5/2（灰オリーブ色）シルトにφ1～ 3㎝の岩盤の細片が 5％入る

4  3 と基本的に同じであるが、3より岩盤の粒が大きい

5  10Y6/4（にぶい黄橙色）細砂～粗砂層　φ2～ 15 ㎝の岩盤の細片が 30％入る

6  N4/0（灰色）シルト　岩盤の泥岩層と砂岩層の細片が混じる

7  10YR5/4（にぶい黄褐色）シルト　φ0.5 ～ 10 ㎝の岩盤の細片が 30％入る

8  2.5Y5/4（黄褐色）細砂～粗砂層

9  10YR6/8（明黄橙色）シルト　岩盤の細片が多く含まれる

10  2.5Y7/1（灰白色）シルト　φ1～ 5㎝の岩盤の細片が 30 ～ 40％入る　固く締まる

11  10YR5/6（黄褐色）シルト（包含層）

A　2.5Y7/2（灰黄色）粗砂混じりシルトにφ5～ 20 ㎝の礫が入る

B　Aに酷似する。A層より礫が多い

C　10YR6/4（にぶい黄橙色）シルトに粗砂が混じり、φ2～ 15 ㎝の岩盤礫が多量に入る

D　5Y5/1（灰色）シルトに粗砂及び細砂を含み（φ0.5 ～ 5 ㎝の岩盤礫が入る）

E　2.5Y7/4（浅黄色）粗砂混じりシルト（φ0～ 5㎝の岩盤礫が入る）

盛土 1( 現代品が入る）
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営林署官舎基礎固め土

表土
現在整地土
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パイロット建設の為の盛土
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盛土 1

表土

崩落土

表土

撹乱

盛土

E

イ

ロ

イ　7.5YR7/3　（にぶい橙色）粗砂混じりのシルト

ロ　10YR7/4.5（にぶい黄橙色）粗砂混じりのシルトに

　　10YR7/1（灰白色）粗砂混じりのシルト、焼土がブロック状に入る

ハ　2.5Y6.5/6（明黄褐色）粗砂混じりのシルト

現代盛土

崩落 2

岩盤

整地土 2.5Y5/6（黄褐色）シルト　φ1～ 10 ㎝
の礫 10%入る
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0 5m 0 1m

岩盤

96.00m

3

2

1

1

2

4

5

3

5

6

7

1　 2.5Y7/3（浅黄色）シルト 　細砂を多量に含む

2　 2.5Y7/6（明黄褐色）シルト　細砂を多量に含む

　　　　　　　　　1～ 4㎝大の砂岩礫の小礫 1～ 2％入る

3　 2.5Y6/4（にぶい黄色）シルト　細砂を多量に含む

6

7

4

（暗渠）（蓋石除去状況）
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半地下式倉庫 4推定ライン

上段現代盛土・中央セクション

北壁

営林署建物
土間コンクリート

撹乱

炭層
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(S)
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大規模農道工事の盛土

岩盤

撹乱土（現代品入る）
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35耕作土
耕作土

耕作土

表土

(E)

9

A

F G

4

0 4m

4

井戸踊り場敷石

表土

パイロット道

R
R’

S

S’ T

T’

Q

P

P’

U

U’

盛土（玉砂利入る）

7

踊り場敷石のための充填土

◎

◎ N7.5/0（灰白）砂質土、玉砂利入る

パイロット道建設時の盛土
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地山

溜桝状遺構 2

溜桝状遺構 1

溝 5

石垣集水口 1

通路

溝 4
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I

A’A’

E’

E

K’K’

H

H’

KK

F

F’

石垣立面図

11
22

1　2.5Y7/4　（浅黄色）砂質シルト　

2　2.5Y6/3　（にぶい黄色）砂質シルト

G

G’

排水口

階段

石垣断面図

溝 4 断面図

溜桝状遺構 1土層断面図

0 5m
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HH

H’H’

階段立面図

溝 5断面図

集水口 1及び石垣掘形土層断面図

溜桝状遺構 2立面図

2

3

4

12

3

4

H

L’

L

G G’

H’

B

B’

J’

J

K

K’

F

F’

I

I’

I

I’

階段南側側石立面図

階段南側側石断面図

　

94.00m

93.00m

93.00m

92.00m

91.00m

90.00m

92.00m

90.00m

93.00m

92.00m

93.00m

92.00m

91.00m

90.00m

91.00m

90.00m

地山

1　 2.5Y7/3（浅黄色）粗砂混じりのシルト

2　2.5Y3/5（にぶい黄色）微砂シルト

3　2.5Y6/3（にぶい黄色）微砂シルトに岩盤の細片が入る

94.00m94.00m

93.00m

1　2.5Y7/4（浅黄色）微砂シルト　

　　　　　　2に酷似する。岩盤の細片が入る

2　2.5Y7/4（浅黄色）微砂シルト

3　2.5Y7/3（浅黄色）微砂シルト

4　2.5Y6/5（明黄褐色）微砂シルト

0 5m

※実測位置は第22図参照
　L－L’は19図参照
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B
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B’

E

E
’

B
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F

F’

F’

F

階段土層図

1　10YR4/4　（褐色）5～ 10 ㎜大の角礫が入る

2　10YR4/3　（にぶい黄褐色）炭片微量に混じる

1　10YR5/1（褐灰色）シルト　

　　炭、角礫を多く含む。

2　7.5YR4/2（灰褐色）シルト

3　5BG7/1（明青灰色）シルト

A A’
A

1

2

3

E

E’

A

A’A’

井戸状遺構土層図

1

21
2

階段立面図

西壁立面図

土
層
図

井戸状遺構立面図

1

2
推定

2

1
　
1
0
Y
R
5
/6
　
(
黄
褐
色
)
シ
ル
ト
層
（
瓦
礫
が
多
量
に
入
る
）　

2
　
焼
土
層
（
焼
土
塊
・
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片
多
量
に
入
る
）

平面図

焼面範囲

岩盤

整地土
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溝 2・溝 3・溝 7平面図

186186 187187

188188 189189

X=
-1
89
79
1

A A’

Y=-63360.5

A A’
91.20m

1　2.5Y7/4（浅黄色）微砂混じりのシルト　φ0.5 ～ 1.5 ㎝の砂岩礫を少量含む

2　2.5Y4/6（オリーブ褐色）微砂混じりのシルト　焼土及び炭片を少量含む

3　5YR7/6（橙色）焼土層

4　5YR3/1　（黒褐色）炭及び焼土層

5　2.5Y6/4（にぶい黄色）の埋土が1～ 3㎝程度の厚み

2.5Y7/4　（浅黄色）微砂混じりのシルト

1　 2.5Y6/6　（明黄褐色）微砂混じりのシルト

10YR6/6（明黄褐色）シルト

2　2.5Y5/6（黄褐色）　微砂混じりのシルト

3　2.5Y5/6（黄褐色）　微砂混じりのシルト

1　焼土

1’　焼土と 2.5Y7/3（浅黄色）シルトの混層

2　焼土　1より炭が多いため黒色味が強い

3　炭層　（黒色）

4　2.5Y7/3　( 浅黄色）シルト　貼り土

　　2.5Y6/8　（明黄褐色）のφ3～ 2㎝大のブロックが微量入るシルト。

5    7.5YR6/6（橙色）粗砂混じりのシルト

6　2.5Y7/4　（浅黄色）シルト　上段からの落ち込んだ壁土で、奥は焼面となる。　

7　2.5Y7/6　（明黄褐色）粗砂混じりのシルト

8　2.5Y7/6　（明黄褐色）粗砂混じりのシルト

9　7.5YR6/8　（橙色）に 2.5Y8/1（灰白色）シルトが混じる

　　底の凹凸を平滑にするために岩盤の岩をたたき締めている。

1　炭・焼土

2　10YR6/2（灰黄褐色）と 10YR7/8（黄橙色）の混層　微砂混じりのシルト

3　10YR5/2（灰黄褐色）微砂混じりのシルト

4　10YR 6.5/6　（黄褐色）微砂混じりのシルト

5　2.5Y6/3　（にぶい黄色）微砂混じりのシルト　側石構築土

6　10YR6/6　（明黄褐色）微砂混じりのシルト（地山の砕けた土）

　　トルシのりじ混砂粗）色褐黄明 （  　6/7Y5.2　7
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